
令和６年能登半島地震で
被災された皆様へ

心よりお見舞い申し上げます

美しい能登の自然・文化、そして皆様方の日常が

早く戻りますよう、心よりお祈り申し上げます。

「がんばろう能登」「がんばろう石川」

（公社）石川県教育文化会議 編集部一同

あ
と
が
き

今
年
元
旦
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
は
、
穏
や
か
な
お
正
月
の
風
景

を
一
変
さ
せ
ま
し
た
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こ
れ
ま
で
に
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こ
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続
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ま
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の
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思
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被
災
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方
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に
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申
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げ
ま
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。

そ
ん
な
中
、本
号
を
発
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、執
筆
い
た
だ
い
た
方
々

は
も
ち
ろ
ん
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多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
号
の
内
容
は
、
す
べ
て
地
震
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
の
と
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市
立
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学
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出
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小
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
く
、
以
前
の
穏
や
か
な

日
常
を
取
り
戻
さ
れ
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と
を
願
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て
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。

災
害
の
爪
痕
は
大
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、
復
興
に
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時
が
か
か
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の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
学
校
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、
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が
ん
ば
る
子
供
た
ち
の
元
気
な
姿

が
私
た
ち
の
励
み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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２年 １年

「
か
ぶ
と
む
し
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

ク
ゴ

モ
イ
ゼ
ス

「くも」
作川 蓮

「
絵
の
ぐ
を
た
ら
し
た
か
た
ち
か
ら
」前

柚
希

「たのしいわくわくパーク」
村中 慶心

「大きくそだて、びっくりやさいブロッコリー」
北出 蒼依

「ふうせんくじら」
中山 美咲

小松市立粟津小学校児童作品

№１７５



３年

「楽しそうなファイヤードラゴン」
海老 陽太

「ハロウィンの夜」
瀬川 芽衣

「学校の中にある物ロケット」
林 和花奈

４年

「
カ
ラ
フ
ル
山
」

山
下

茉
玲

「山の村の広場の祭り」
松村 陽奈子

「面白い形の生き物」
水口 楓



５年

「春の原色」
西田 理子

「夜空」
奥野 蘭叶

「ヤマガラの住む森」
丸山 恵

６年

「どうくつ」
水口 結弦

「リボン」
北 羽純

「雪国の世界」
前田 稟日


